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ウルイ促成栽培における定植時期および断根が収量に及ぼす影響
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1は じ め に
本県における「コバギボウシJ(以下ウルイで表記)の栽

培面積は約 28haで、タラノメに次ぐ主力山菜として県内

各地で産地化に向けて栽培されている。しかし、根株養成

の際、春の定植作業や秋の根株掘り上げ作業は他の農作業

との競合や天候不順により適期作業が困難な場合が多い。

そこで、より効率的な根株養成を行うために、定植時期や

定植及び掘り上げ時の断根処理について検討した。

2試 験 方 法

(D定植時期の検討

促成栽培における根株養成としては、春期に株を分割し

て定植する体系が多く、掘り上げるまでの養成期間は、促

成法や出荷規格に合わせて、半年から3年程度とされてい

る。養成期間が長いほど根株は大株になり、多くの芽が形

成され、多収が期待されるが、逆に掘り上げ作業は重労働

となる。一方、山間地等での1シーズン養成 (春植え―当

年秋掘り上|力 は、融雪遅延や早秋年に養成期間が短くな

り、根株の重量や芽数等、株の充実が不足し、収量や品質

に影響することもある。また、春の定植については、他の

農作業との競合等によって定値時期は遅れがちで、植え付

け時に芽が伸長し、高温や乾燥による活着遅延が問題とな

る。

そこで、前年の夏期 (7月 )、 秋期 (9月 、11月 )、 秋冬

期 (12月 )に親株を掘り上げて分割、定植し、慣行の当年

春期 (5月 )定植との比較検討を行った。

なお、試験年は 1999年から2001年にかけての 2ヵ年

度で2反復とした。当年株を、伸長している茎葉中心に分

割し、葉を付けて約 1芽に調整したものを定植株として用

いた。

試験における主な栽培概要として、栽植様式はうね幅

lm、 株間04mの 2条植え、施肥量は秋基肥として各成分

で 5kg/10a、 春追肥として各成分 20kg/10aと した。

促成時の温度管理は、芽長 3 cm程度まで20℃ 、その後は

15℃の一定とした。

121定植時の断根処理

定植時の効率的な作業や機械化につなげるため、定植時

に根長を100%及び50%に断根処理して植えたものと、断

根しないものとを比較した。定植は2000年 4月 28日 に行

い、他の栽培概要は前試験に準じた。

(3)促成時 (掘 り上げ時)の断根処理

掘り上げ作業の省力化と促成床の有効活用化を図るため

に、促成時 (掘 り上げ時)の断根処理を検討した。掘り上

げ時1201111年 11月 8日 )に、根長を llXl%及び50%断根し

たものと断根しないものとを比較した。栽培概要は定植時

断根処理の試験と同様である。

3 試験結果及び考察

(1)定植時期は秋期が適する

ウルイの定植は、萌芽期のほかにも腋芽を形成して肉眼

で確認できる時期から可能と思われる。腋芽発生時期は系

統により差はあるが、本県の最上地域では7月 下旬から11

月頃と推測される。

表1に示すとおり、前年夏期から秋期までに定植した区

において、当年春期 (5月 )定植より根株の重量や着生芽

数から判断し、根株の充実が図られたと言える。前年7月

定植では当年 5月定植の 15倍、前年 9月定植では、当年

5月定植の 13倍、収量が向上する結果が得られた。これ

は、前年夏期、秋期定植は、当年春期定植より養成期間が

長く、前年の定植後の生育確保により当年春期の生育がス

ムーズに推移することが一因と考えられる。しかし、夏期

の定植は、高温・乾燥により活着不良となり易く、多回数

のかん水を要して作業効率力す ったため、秋定植が適する

と考える。
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振淋止掘り上げ時根株の生育及び収畳 (10株平均 )

定植時 掘り上時 掘り上時根株着生芽数   総収量    商品収量   商品
株重  株重  大   小  合ll  本数  菫量  本数  重量  率
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塾2Jヨ塵園堕国皿理と掘り上げ時の根株の生育及び収量 (10榛 平均 )
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100%断根   63
50%断根   121
無処理   ,70

16    220
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f21定植時と促成時 (掘り上げ)の断根効果

①定植時

表 2より、断根処理して養成した株は、断根処理しない

株よりも全重、芽数が減少し、促成における商品収量、商

品率も無処理よりも減少する結果となった。した力`って、

定植時には可能な限り、多くの根を付ける方が望ましいと

言える。

②促成時 (掘り上げ時)

図1よ り促成時 (掘 り上げDの 師根処理では、根長を
50%師根することによって、断根しない区と比較して収量

が減少し、収穫の開始も遅れた。loo%断根区ではよりそ

の影響が大であった。したがって、促成時 (堀り上げ時)

には、可能な限り根を切らずに、多く付ける方が望ましい

と言える。

1.200

1,000

800

600

400

200

0

～3/17  3/19   3/21   3/24   3/27   3/30
図1促成時 (掘り上げ時)断根処理と収穫日

及び商品収量

4 まとめ

以上の結果から、ウルイの根株養成において、定植時期

は前年の秋期が適し、根株の定植時及び促成時 (掘り上げ

時)は可能な限り根を多く付けることにより、収量が向上

した。

なお、ウルイは、京浜地区等の首都圏において、まだま

だ知名度の低いマイナーな山菜であるが、市場の評価を総

合すると今後おおいに注目されていく品目と思われる。本

成果を足力勁 りヽとして、高品質な安定生産による産地プラ

ンド化が構築されることを期待する。
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